






















はじめに

  自己免疫疾患とは、本来異物とは認識されないはずの自己の組織に対し抗体(自己抗体)

が産生され、自己の組織との間に抗原抗体反応がひきおこされ、組織が傷害をうけること

によって生じる疾患を言う。自己免疫という現象は正常個体でも存在することがわかって

いるが、正常では自己免疫反応が過剰に起って自己を傷害することのないように抑制的な

メカニズムが存在している。  しかし、何等かの原因によって、  このような免疫学的な

ホメオスタシスに破綻をきたすと自己抗体が異常に産生され、産生された自己抗体は自己

の組織との間で抗原抗体反応を引き起し、免疫複合体形成、細胞傷害物質産生という過程

により組織を傷害し、自己免疫疾患がひきおこされる。

 妊娠は免疫学的にみると一種の同種移植と考えられるが、遮断抗体やイディオタイプネ

ットワーク機構の存在等により免疫学的な拒絶をまねがれているといわれている。また、

胎児胎盤系が産生するホルモンは液性および細胞性免疫を抑制している。つまり、妊娠時

には、非妊時とは異なった免疫能が存在する。したがって、自己免疫疾患合併妊娠を管理

する場合には、妊娠・分娩・産褥が母体の自己免疫疾患をどのように修飾するか、逆に自

己免疫疾患が妊娠・分娩・産褥を通じて母児にどのような影響を与えるかというように、

自己免疫疾患と妊娠との相互の影響を考える必要がある。


